
祖
師
堂
の
お
祖
師

そ
　
し

さ
ま

１
、
長
生
日
蓮
聖
人
像
Ⅰ

戦
災
で
消
失
し
た
祖
師
堂
が
い
つ
頃
建
立
さ

れ
た
の
か
、
全
く
も
っ
て
不
明
で
あ
る
。
常
円

寺
の
祖
師
堂
は
古
く
は
番
神
堂

ば
ん
じ
ん
ど
う

と
呼
ば
れ
て
い

た
。
そ
の
神
は
三
十
番
神
と
い
わ
れ
、
一
ヶ
月

三
十
日
の
間
、
毎
日
当
番
で
国
家
と
人
々
を
守

る
三
十
の
善
神
の
こ
と
を
指
し
、
ま
た
の
名
で

守
護
神
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
三
十
番
神

信
仰
は
、
仏
教
に
お
い
て
は
最
澄
が
最
も
早
く

取
り
入
れ
、
そ
の
後
日
蓮
宗
に
お
い
て
も
同
様

に
取
り
入
れ
た
の
だ
と
か
。
以
来
、
三
十
番
神

の
信
仰
が
盛
ん
に
な
っ
た
た
め
三
十
番
神
堂
が

建
立
さ
れ
た
と
い
う
。
常
円
寺
に
お
い
て
は
、

い
つ
の
日
か
そ
の
名
称
が
番
神
堂
か
ら
祖
師
堂

と
な
り
、
文
政
十
年
に
は
、
祖
師
像
と
三
十
番

神
尊
が
一
緒
に
祠
ら
れ
て
い
た
と
す
る
記
録
も

あ
る
。
祖
師
像
は
丈
一
尺
一
寸
（
三
十
三
セ
ン

チ
）
の
木
座
像
、
祖
師
と
は
も
ち
ろ
ん
日
蓮
聖

人
の
こ
と
で
あ
る
。
製
作
者
は
日
持
上
人
と
い

わ
れ
て
い
る
。
日
持
上
人
は
鎌
倉
時
代
後
期
の

日
蓮
宗
の
僧
侶
で
、
六
老
僧
と
呼
ば
れ
る
中
の

一
人
で
あ
る
。
六
老
僧
と
は
日
蓮
聖
人
の
高
弟

六
人
を
い
い
、
日
持
の
他
、
日
頂
・
日
向
・
日

興
・
日
朗
・
日
昭
の
上
人
方
の
こ
と
で
あ
る
。

現
在
、
最
も
古
い
と
い
わ
れ
る
祖
師
像
は
大
田

区
池
上
本
門
寺
に
あ
る
祖
師
像
で
あ
る
。
そ
の

像
は
等
身
大
を
上
回
る
座
像
で
、
右
手
に
払
子

を
執
り
、
左
手
は
挙
げ
て
経
巻
を
握
る
構
え
で

あ
り
、
日
蓮
聖
人
の
七
回
忌
に
弟
子
の
日
持
上

人
ら
の
手
に
よ
っ
て
造
立
・
安
置
さ
れ
た
と
い

う
。
現
在
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
常
円

寺
に
あ
っ
た

祖
師
像
の
具

体
的
な
お
姿

は
伝
え
ら
れ

て
い
な
い
。

だ
が
製
作
者

が
同
じ
日
持

上
人
な
ら

ば
、
池
上
の

祖
師
像
を
小

ぶ
り
に
し
た

像
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ

も
す
る
。
し

か
し
、
そ
の

祖
師
像
も
今

は
な
い
。
そ

の
後
の
祖
師

像
の
行
方
に

つ
い
て
は
大

変
興
味
深
い

こ
と
で
あ

る
。私

は
何
か

手
掛
か
り
が

な
か
ろ
う
か

と
諸
文
献
を

捜
し
た
。
江
戸
時
代
の
地
理
の
沿
革
・
風
俗
の

変
遷
・
巷
談
異
聞
等
を
年
表
体
に
編
纂
し
た

『
武
江
年
表
』
よ
り
、
次
な
る
一
文
を
捜
す
こ
と

が
で
き
た
。

安
政
三
丙
辰
年
三
月
十
五
日
よ
り
五
十
日
の

間
、
成
子
常
円
寺
長
生
日
蓮
上
人
像

．
．
．
．
．
．
．

開
帳

（
六
老
僧
日
持
作
）

日
本
近
世
史
上
未
曾
有
の
大
動
乱
の
幕
が
切

っ
て
落
と
さ
れ
た
幕
末
時
。
安
政
元
（
一
八
五

四
）
年
に
は
ペ
リ
ー
が
横
浜
に
再
来
航
、
続
く

安
政
二
年
十
月
二
日
に
は
江
戸
を
震
撼
さ
せ
た

大
地
震
が
襲
っ
た
そ
の
直
後
で
あ
る
。
江
戸
時

代
に
は
寺
院
の
開
帳
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。

一
体
何
の
た
め
か
。
地
震
直
後
五
ヶ
月
に
満
た

な
い
時
期
の
開
帳
は
、
市
民
に
安
心
を
与
え
る

目
的
な
の
か
、
は
た
ま
た
、
お
祭
り
騒
ぎ
を
し

て
景
気
を
煽
り
経
済
効
果
を
上
げ
よ
う
と
す
る

意
味
だ
っ
た
の
か
？
い
ず
れ
に
し
ろ
、
仏
様
も

大
変
な
お
役
目
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

そ
の
後
の
祖
師
像
の
消
息
は
分
か
ら
な
い
。

あ
え
て
言
う
な
ら
、
混
乱
期
に
お
寺
に
何
ら
か

の
深
い
事
情
が
あ
っ
て
手
放
し
た
の
か
、
ま
た

は
盗
難
に
あ
っ
た
の
か
？
仏
像
の
盗
難
は
遠
く

平
安
・
鎌
倉
時
代
か
ら
あ
っ
た
と
い
う
が
、
明

治
初
期
の
排
仏
毀
釈
は
相
当
多
く
の
寺
社
で
破

壊
が
荒
れ
狂
い
、
盗
難
も
無
数
に
あ
っ
た
と
い

う
。さ

て
、『
武
江
年
表
』
に
よ
っ
て
江
戸
時
代
中

に
常
円
寺
祖
師
堂
に
祠
ら
れ
て
い
た
祖
師
像
の

名
称
が
「
長
生
日
蓮
聖
人
像
」
と
い
う
こ
と
は

判
っ
た
が
、
そ
の
行
方
は
い
か
に
？

今
と
な
っ

て
な
甚
だ
謎
と
な
っ
て
い
る
。

（
つ
づ
く
）

常圓寺 季報 2

戦前の常円寺（右スミに見えるのが祖師堂）




